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１．はじめに

城陽 ランプ橋は京都府城陽市に位置する新名神高

速道路と京奈和自動車道を結ぶランプ橋である。本ラン

プ橋は分岐部を有する曲線橋で， 主版桁と鋼箱桁を

前後面支圧板方式の鋼殻セルで接合する鋼・コンクリー

ト連続混合桁橋である。本稿では，本橋の特徴である分

岐部の設計，および接合部の設計について， ・ ランプ

橋にて報告するものである。

２．橋梁概要

・ ランプ橋の橋梁諸元を表 １に，橋梁一般図を図 １，図 ２にそれぞれ示す。分岐部までは幅員

拡幅に伴い， 主版桁（ － ）から 主版桁（ － ）に変化し，分岐後は 主版桁（ － お

よび － ）となる。 桁部の施工は 側より 径間ごとに施工する分割施工である。鋼桁は 室

細幅箱桁形式で，鋼桁部の床版には鋼コンクリート合成床

版を採用している。鋼・コンクリート接合部には前後面

（両面）支圧板方式を採用し，接合部位置は，インフレク

ションポイントである 支点から ｍの位置に設定した。

表 １ 橋梁諸元

図 １ 橋梁一般図（側面図および平面図）
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図 ２ 橋梁一般図（断面図）

３．分岐部主方向の設計

３．１ 主方向の設計手法

死荷重および活荷重による断面力は，橋梁全体をモデル化した格子解析により算出した。プレスト

レスならびにクリープ・乾燥収縮による断面力，および主桁の曲げ応力度は， 次元梁モデルをベース

とした汎用 橋設計プログラムにより算出した。汎用 橋設計プログラムを本橋の設計に採用するに

あたり，鋼桁部および分岐後の 桁部の影響を適切に評価する必要があると考えられた。そのため，

ランプ橋 桁部（ － 区間）を設計する解析モデルでは，分岐後の 桁部（ ランプ橋， －

区間）および鋼桁部（ － 区間）に部材およびその剛性を設定し， ランプ橋 桁部に連続

させることで，これらの区間の ランプ橋 桁部への影響を評価することとした。 ランプ橋（ －

区間）の設計時は，反対に分岐後の ランプ橋の部材およびその剛性を設定した。図 ３に ランプ

橋設計時および ランプ橋設計時の解析モデルのイメージ図を示す。ここで，分岐支点の では， ラ

ンプ橋および ランプ橋の節点を共有させた。

３．２ 分岐部の設計

分岐部の主方向 鋼材配置の平面図を図 ４に示す。

分割施工の施工継目で定着される鋼材（図 ４①），

横桁部で定着される鋼材（同②，④，⑥），および

先行施工区間の定着突起により定着される鋼材（同

③，⑤）に大別できる。分岐後の ランプ橋

径間の設計には， ランプ橋および 主版中桁に配置

される鋼材（①の ，②，⑤，⑥）によるプレスト

レス 次力は無視した。ただし， ランプ橋のプレス

トレスやクリープ・乾燥収縮などによる 次力は，

ランプ橋の設計で評価する必要があると考えられた。

そこで， ランプ橋設計モデルにおいて ランプ橋に

発生する断面力を， ランプ橋の設計断面力に加算す

ることとした。一例として，図 ５にプレストレスに

よる 次力（曲げモーメント）の比較を示す。 ラン

 主版桁部 主版桁部 鋼箱桁部

図 ３ 解析モデルのイメージ図

図 ４ 分岐部 鋼材配置図
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図 ５ プレストレスによる 次力の比較
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プ橋プレストレスによる 次力の考慮の有無で， 付近の曲げモーメントが大きく異なることが分か

る。なお，本設計手法の妥当性の検証のため，橋梁全体をモデル化した格子解析モデル（図－６）に，

プレストレスによる軸力および偏心モーメ

ントを載荷して得られた曲げモーメントを

図－５に併せて示した。格子解析と 次元梁

モデルの結果は良く一致しており，本設計

手法は妥当であると考えられる。

４．接合部の設計

４．１ 接合部の構造概要

鋼・コンクリート接合部の構造を図 ７に

示す。接合構造には前後面（両面）支圧板方

式を採用した。鋼殻セル内のずれ止めにはス

タッドジベルを採用した。図 ７に示した鋼

殻セルイメージ図は， 桁側の前面支圧板

の内側を表示している。 桁接合部は， 主

版桁間に接合横桁を配置した。接合横桁は，

施工性および接合部の剛性を確保することを

目的として充実断面とした。鋼殻セルと接合

横桁の接合面は鉄筋が連続しないため，設計

荷重作用時にはフルプレストレスにて設計す

ることとした。

４．２ 合成床版のクリープ・乾燥収縮の影響評価

本橋では，鋼桁部合成床版の施工を， 桁，鋼桁の接合後に実施する計画である。鋼桁は非合成桁

として設計したが，フランジ上面にはずれ止めを配置するため，合成床版コンクリートのクリープ・

乾燥収縮により，鋼桁に軸力および偏心曲げモーメントが作用する可能性があると考えた。そこで，

合成床版のクリープ・乾燥収縮による軸力および偏心モーメントを前述の ランプ橋 次元梁モデルに

載荷し， 区間に発生する曲げモーメント（図 ８）を算出した。ここで，鋼桁区間は非合成桁であ

ることから， 床版設計・施工マニュアル を参考にその合成効果を ％とした。その結果，合成床

版のクリープ・乾燥収縮の 桁への影響は，接合部付近に限定されることが確認されたが，この曲げ

モーメントにより，接合面において上縁に引張応力が発生した。そのため，設計荷重作用時にフルプ

レストレスを保つように補強 鋼材 を図 ９のように上縁側に 本配置することとした。

図 ９ 補強 鋼材配置図

鋼殻セルイメージ図 接合部 平面図

接合横桁断面図

図 ７ 鋼・コンクリート接合部の構造

中空部セル

鋼殻セル

鋼桁接合部

BCL(道路中心線）

接合横桁

図 ８ 合成床版のクリープ・乾燥収縮による断面力
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４．３ 解析

接合部の応力状態を確認するため， 次元 解析を実施

した。図 １０に解析モデル図を示す。 桁部，接合横桁，

鋼殻セル，および鋼桁部をモデル化した。境界条件は

桁端部を完全拘束とし，荷重は主方向の設計で算出した死

荷重，活荷重，およびクリープ・乾燥収縮による節点断面

力を鋼桁端部に載荷した。また，モデル化した部分の死荷

重および活荷重を鉛直方向に載荷し，完全拘束した 桁

端部の反力が，主方向の設計における節点断面力とほぼ一

致することを確認した。主方向 鋼材によるプレストレス

力は埋込み鉄筋要素に荷重を与えて考慮した（図 １１）。

比較のため、接合部補強 鋼材を考慮しない 解析を最

初に実施した。

解析の結果，鋼桁部および鋼殻セルにおいては，目

立った応力集中は確認されず， 解析前に設定した部材

厚の鋼殻セル構造で，特に問題のないことを確認した。

接合面の橋軸方向応力度を図 １２に示す。補強 鋼材

を考慮しない場合には，主桁間（図 １２ の領域①～

③）において引張応力が発生していた。図 １２ は，前

述の上縁側補強 鋼材に加え，下縁側にも補強 鋼材

を 本追加して解析を実施した結果である（図 １

３）。補強 鋼材を考慮した結果，鋼殻セルと接合横桁が

接している部分，図 １２ の領域①および③では，橋軸

方向に引張応力が発生しないことが確認された。一方，鋼

殻セルの中空部である図 １２ の領域②においては，橋

軸方向引張応力が発生しているが，その値は 以下

と小さいこと，および鋼殻セルと接触しておらず構造的に

連続面ではないことから，この引張応力を許容することと

した。なお，ここで示した補強 鋼材は， 桁部接合横

桁から鋼殻セル部までの の短い区間で定着する必要が

あり，セットロスの影響が大きいため，セットロス補正型

の定着グリップを用いることとした。

５．おわりに 

本ランプ橋の特徴である分岐部および接合部の設計につ

いて報告した。 年 月現在， 桁部の第 施工区間

（ 径間）を施工中である（写真 １）。本報告が同

種構造物の設計の参考になれば幸いである。
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